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1 研究の目的及び視角

今回、スポー')'.レクリエーシヲンは健康K役立

つもの、明日の労働の活力をもたらすもの、教育的

機能を果たすものとして一般K認識されている。ま

た、スポ-')'は遊びであると基本的K認識されてい

る。しかし左がら‘文化人類学的念視野から人聞の

遊びK目を向けてみると先K述べた有用性という側

面よ hもむしろ非生産的、浪費的とも恩われるよう

念考え方K基いた遊び行動が数多〈自につ〈。また、

今日のスポ←ツ状況K:f，>いても、有用性という観点

からは理解し得左い状況が数多〈見受けられる。

とのよう走経緯から.とれまでのスポ-')'・レク

リエーショ Y のとらえ方が生産 E 有用性という観点

Kのみとらわれているのでは設いかという疑念を持

つに至った。とのよう念視点としては、 ア y ジ

ェイ・グオールが「近代スポ-')'の社会史一一一プル

ジョワ・スポーツの社会的・歴史的基礎一一一JK卦

いて、 1 ポーツの社会安定化・保守的機能として説

明している。しかし、とのよう念機能は、パタイユ

的視角からとらえる在らば.一部の社会fては当ては

まるが、JlI)の社会Kは当てはまら老いという結論が

導き出せる。前近代の身体運動文化を含めて広義K

スポーツ・レクリエーションをとらえる念らば、と

のよう念機能はむしろ特殊設ものときえ見てとると

とができる。

ジョル γュ・パタイユ COeorgesBataille 、

1897 - 1962)は、プランス文学者であり社会学者

であるが、彼の論述は近代社会を至上として見る社

会科学の通念K挑戦しているよう K思われる。本論

で注目した「呪われた部分JKTける経済理論は、

文化人類学的念アプローチKよって人聞の経済活動

を把握したものとしてとらえるととができる。栗本

慎一郎の経済人類学の理論体系も、バタイユの影響

を強〈受けている。
(1) 

パタイユの基本的命題は次の一文『てよって紹介で

主主う。
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芳賀健治

「初歩的念事実から出発しよう。生命体は、地表の

エネルギーの働きが決める状況の中で原員1)としてその

生命の維持K要する以上のエネルギーを受け取る。過

剰jエネルギー(富)は一つの組織(例えば一個の有機

体)の成長に利用される。もしもその組織がそれ以上

K成長しえ念いか.或いは剰余の成長のうち Kととど

と〈摂取されえ左いまら、当然それを利潤めきで損耗

せねば左ら左い。好むと好まざると Kかかわらず、華

々しいかたちで、きも左〈ば破滅的在方法でそれを消

費せねばまら老い。 J(21 

バFイユは人間存在の根本原理を「過剰1);在るものの

蕩尽Jと見たのであり、 「富の一部が、概算して、損

失1'1:.或いは、利益の見込みの左い、非生産的使用K

棒げられているJ という強い確信とそ彼の論理の基
(31 

調を成すものである。非生産的価値の追求とそ人聞が

「聖在る部分JK接する文化形態とをっているとと、

そしてその究極には象徴としてのく死>が存在すると

とをパタイュは鋭〈指摘した。

しかし現実Kは貧困や飢餓が数限りま〈存在したし、

現在も存在している。とのとと tてついてパ Fイユは

「倒的観点から出発すれば、問題は第-1'1:資源不足K

よって提起される。もしも普遍的観点から出発する念

らば、間関は第-K資源過剰I)Kよって提起される。恐

ら〈いずれKせよ貧困の問題は存続するだろう J と
(4) 

述べている。社会全体としてみるをら、一部K飢えK

苦しむ農民が存在する一方で、貴族や神宮まど Kよっ

て(富 Jが蕩尽きれていた。つまり、農民の生産的労

働は、過剰をよ P過剰I)V亡するものであ P、貴族らの

「非生産的労働Jκよって過剰IjJまるものが蕩尽きれる

と彼はとらえていた。

過剰の消費形態が様々在社会の性格を決定づける要

因であるととを、バタイユは、チベットのラマ教社会

念どを通じて説明しているが、との主う念視角K基け

ば、今日の先進国社会は、との剰余の一部が余暇生活

あるいはオリ y ピッ夕、プロスポーツといった形態K

よって大規模K消費される社会として性格づけるとと

が可能であるように思われる。

本論は、 1949 年発刊の「呪われた部分」と 1946

年 6月から 19 59年 9月までの間1'1:発表された論文を



まとめた社会科学論集・第 2巻「神秘/芸術/科学J(51 パタイユ位、 「今日、非生産的消費の自由かつ大規

の論述を基礎K、今日のスポーツ・レタリエー V ヨ Y 模念公共的形態は消滅したi と述べているが、現在
(1.0) 

の現象を再検討してみようとするものである。バタイ のオリンピ "pの状況や、 ξ ツチェナーの「スポーツ

ユの視角は、今日の社会通念Kとらわれるととを〈、 の危機Jr." VCみられる批判の中V亡、との「非生産的
(11) 

広〈人間Kとって遊びとは何かというととを示唆して 消費の公共的形態Jが古代社会ほどではないにしろ復

〈れるよう K思われる。 活しつつあるよう Kも恩われる。以上を整理したのが

2 パタイュ的視角からとらえた近代スポーツ

近代スポーツ成立の土壌と怠ったブルジョア社会に

ついて、パタイユは、古代社会の多〈が富(剰余 Jを

蕩尽的念文化形態K振り向けたのK対し、プルジョ 7

社会とは、富(剰余)を蓄積し、成長VC援 b向けた社

会であり、 「消費への憎悪がプルジョアの存在理由で

あり、正当化である。同時『てその恐るべき偽善の原理

である。」 と述べている。
(61 

パタイユ的視角から近代スポーツを把握するまら次

の主う念論理が可能と在ろう。す左わち.プルジョワ

社会VC$>いてスポ+ツが重要念意味を持つK歪IJったの

は、スポーツがブルジョアの有用性という観念から把

握するととが可能念特性を備えていたからであろう。

す念わち資本主義体制IHてとって不可欠の労働力の質・

量の両側面K会ける確保、軍事力の確保fて卦けるスポ

ーツ・体育の有用性が認識されたから Kほか念ら念い。

パタイユ的視角からとらえるをらば、スポーツはそ

の本質tて会いて消費的・蕩尽的念ものである。近代ス

ポーツの成立とは、有用性=生産的価値といった側面

からプルジョワ社会 VC~ ポーツが受け入れられるとと

Kよって、本来の消費的・蕩尽的機能が大き〈後退し

た転換期と見るととができょう。近代 Z ポーツの成立

期、パブリッタスクールVC$>いて当初プットポールが

禁止されたととはプルジョア社会の論理VC$>いて当然

のととであった。マッキントッシュは、 「ビューリタ

;/VCよる非難をまき b としたのはスポーツ活動そのも

のでは在〈、スポーツを、その実利性をかえりみ在い

で、単K身体活動『亡がける楽しみや喜びのためだけの

機会と考える態度であったJ と述べ、近代スポーッ
(71 

がいかK有用性という価値判断に基いたものであるか

を対照的K示している。今員、スポーツは労働の世界

と構造的fても機能的Vても正確K対応、しているとの認識

があるが 、そのととは少左〈とも近代ヌポー ，;IVCつ
(81 

hてしか当てはまらまいよう K思われる。パタイュ的

視角からみれば、スポーツの普編的性格は、むしろ実

利性をかえりみない非生産的価値にあるととらえる ζ

止ができる。 (9)

表 Iである。

表 I スポ -，;1の基本的性格の相違

前近代のxポーツ 近代スポーツ

基 -非生産的、消費的 -生産的、実利的

本 破滅的

的 -労働の世界 K対応 -労働の世界K対応
性 し左い
格 -基本的K身体破壊 -身体形成約

的

スポーツが、生産的価値K結びつかず、また身体破

壊的(消費的)宏傾向を持つ社会も存在するととを我

々は認識しまければ念ら設いよう K思われる。近代ス

ポーッ以前のイギリ xの「乱暴で危険念J7 ットポー

はそのひとつの例である。スポーツは、その起
(12) 

源K歩いてハレの時空(非日常的空間)の存在であ b、

「聖在る部分JVC密接K関係していた。 r聖まる部分」

の価値は、日常空間から遠去かれば遠去かるほどその

価値を持つ。つまり、スポ -，;1も非生産的、蕩尽的で

あればあるほど「嬰走る部分JVC接触する可能性が生

ずる。とのよう在意昧で、 1984年のロサンゼル 1 オ

リY ピックの開会式や閉会式は、 1 ポーツが「聖怠る

部分JVC接触する可能性を持っているととを象徴的K

示していたよう K思われる。とのよう左可能性は、南

米のサッカーや甲子園の高校野球や熱狂的念プロ野球

の応援風景念どK発見するととができる。

3. パタイユ的視角からとらえた遊び論( r型左る部

分J その象徴としての<死>と現代のスポーツ)

「聖在る部分Jへの接触とは人聞の消費プロセ且を

指す。最も f聖在る部分JVC近づいた領域、す念わち

パタイユの言う「至高性」の領域とは、日常的空間か

ら最も遠去かった所を意味する。パタイユはその本質

を次のよう K述べている。 r損失を原則とするとれら

のプロセスの根本的性格は、その形態は変わっても念

んら変質をきたさ左い。一種の興奮が、様々念循環を

通じでほぼ一定の水準K保たれ、集合体や個人を活気

づけている。際立ったかたちのもとでは、その興奮状

態は麻薬状態K似て$>!J、合理的利用(収支均衡の原



理K応じた Jも可能であったはずの物質的ないし精神

的財産を投げ捨てる、支離滅烈な抑制不可能念衝動と

規定してよい。 i 過剰の捌口のー形態として遊びが
(i3) 

存在すると規定すれば、遊びの中でも「際立ったもの」

については次のよう左構造が見えて〈る。

(際立った)

遊び=蕩尽 r聖走る部7}Jへの接触=その象徴的形態とし

てのく死>

遊び『てよってもたらされる熱狂、興奮、生命の鼠動

感のかまたにパタイユは死の危険を見て hる。同時f'L

死の危険とそ.我々の遊びを限界づけるものであるとと

を、秩序が遊びの本質的念属性であるとするホイジン

ガとは対照的K示している。パ Fイユは、 rk.ιるλ
(14) 

の魅力の限界は恐怖である。大事にし保存して会きた

いという欲望が、わたしたちの内部で.濫費したいと

いう欲望と措抗関係『てあるのだ。わたしたちだれしも

の素朴左ーそして秘められたー欲望は、生き念がらえ

左がら死K挑戦し、浪費しながら豊かVてまるととであ

る9.)と述べてhる。死tて対する恐怖は遊びを限界づ
[15) 

けるが、 「際立った」遊びの形態K争いては「聖在る

部分Jへの接触と在るととを説いてh る。 r己れらの

条件のもとでは、死の危険は、たわるλの反対物であ

るどとろか、まさに.わたしたちだれしも、利害の反

対方向 Vてできるだけ遠くまで行きたいと望む生き方の

意味である。それはけっして、ひど〈速いものではを

い。ただ、わたしたちが行きつ〈突端の地点は、まさ

し〈たわむれが可能まものとしてあ b左がら、最大の

価値を有し、諸情念を最大限Vてあな Pたてる地点であ

る. I 
-(16) 

死の危険と遊びとの結びつきをバタイユは明らか忙し

たが、現代のスポ -，;1現象f'L:t>いてもとのような意味

は失在われてはいまいであろう。特K高度を登山や高

度左競技スポーツまど危険性を伴うスポーツはすべて

大在り小在りとのよう在意味を持っていると言える。

登山は己のととを最もあからさま左形で我々陀認識さ

せて〈れる。より大き在危険を冒して、死K接近すれ

ばするほど.パ Fイユの考える遊びの原理K応えると

と『て在る。エベレストで死んだ加藤保男氏やマッキン

レーで死んだ植村直己氏など現代の先鋭的登山家は、

死に接近するととで、生の充実をかみしめる ζ とをよ

〈認識した人たちであると言えるだろう。

パタイユの理論K従えば、 「なぜ山 K登るのかJと

いう命題K対して最も良〈回答するととができるだろ

12 

う。至高性という側面からとらえてみれば、より困難

左登山であればあるほど、より死の危険が大きければ

大きいほど価値ある行為とをる。登山の世界『ては世界

記録と hったものは存在し念いが、仮Vてそれぞれの登

山の優劣をつけようとすれば、競技スポーツ忙類似し

た尺度が見えて〈る。す在わち、決して山の高さによ

って優劣がつけられるのでは在〈、高度設登山ではど

れだけ死の危険を冒したか、どれだけ困難をととを達

成したかという尺度である。一般的在競技スポ ツが、

メートル、 Fイム、ポイントといった物質的左尺度を

持つのK対し‘高度念登山の場合には死の危険と h う

象徴的左尺度が存在しているよう K思われる。ただし、

との危険度とは者山者個人にとっての危険度ではまい。

初心者ばかりのパーティーにとっては冬山は危険まも

のであるが、ととでいう危険度とはある山の地形的、

気象的左側面の絶対的を危険度である。

競技スポーツ、特K高度念レベルの競技場面ではよ

ぐ「人間の可能性K挑戦する」といった表現が用いら

れるが、パタイユ的視角からとらえるならば、ー一部の

旦ポーツf'L:t> いては、 「可能性への挑戦Jを「死への

挑戦Jと置き換えるととが可能念状況が、すで K出現

しているように思われる。たとえば、体操競技では新

しい技の開発K新型のマット〔ピット)が導入される

とと tてよって安全K新しい技を習得できるように在っ

たが、安全在のはあぐまで練習場面だけであって、競

技会ではそのマットが存在しない。つまり、体操の競

技会、特K高度左レベルの競技会では、どれだけ高度

で困難左技=死の危険性K選手が挑戦したかという尺

度がすでに出現しているよう K思われる。 ζの尺度は、

先に述べた高度左登山f'L:J>-ける尺度と極めて良〈似て

いるように思われる。

一般的左スポ-，;If'L会いては、とれほど直接的在死

の危険といったものは存在しまh だろう。しかし、間

接的にはい〈っかとのようま状況があるのでは在いだ

ろうか。中長距離走在どのゴール直前の苦しさなど身

体的能力の限界直前の状況は、間接的K死の危険K接

する機会ととらえる ζ とはで曹在いだろうか。スポー

ツは、パタイユの言う死の危険K接する人間行動の多

様念機構の一部分であるとみ在すととはでき在いだろ

うか。

個々のレベルf'L:t>いては以上のようま考察が可能と

思われるが、現代社会『てなh てはむしろ集団レベル陀

長いて「嬰在る部介」への接触をとらえた方が理解し

やすいだろう。日本K辛子 hては高校野球をと b宮〈熱



狂ぶb、南米f'($>いてはサタカーをと!'J'! <熱狂ぶり

念どf亡、バタイユの言う大量で集団的を過剰の消費を

見い出ナととができるよう K思われる。熱狂の度合い

が高まれば高まるほど、そしてよ b多〈の人々がよ b

長期Kわたって日常的空間からよ P逮去かれば遼去か

るほど、スポ-';/は「聖在る部分Jf'(社会が接触する

機能を果たすととに念ってい〈。つま b、スポーツを

とりま〈社会現象が、主すます宗教的要素を数多〈備

えてい〈ととにまる。

近代社会f'($>いては、ポトラッチやローマ時代の見

せ物のよう念破壊的、蕩尽的で大規模宏、過剰の消費

形態は否定されているが、その一方では過剰の消費形

態として把握できる性風俗の氾濫、宗教の奪修的形態

{日本では新興宗教の巨大念施設群Vてその一例を見h

出せるよう K思われる)が出現してhる。

とのよう念状況に:1:.'¥t>て、スポーッは他の過剰の消

費形態が否定された社会Kな hて、社会が公的K認め

た過剰の消費のためのー形態として、また大衆が「聖

まる部分Jf'(接触するための機能を持つものとしてと

らえるととができるよう K思われる。大衆Kとって旦

ポーツをと bま〈熱狂は、近代社会の論理の中でスポ

-';/f'(有用性e¥t>う仮面をかぶせた上で真にハレの時

間及び空間を産み出し、生の活力を取りもどす可能性

を持つものとして機能しはじめているのではまいだろ

うか。

4 パFイユ的視角からとらえた競技の意味

バタイユの競技K関する考察は、ポトラッチの検討

を中心K為されてhるが、ポトラッチKつhて彼は

「いわば世界中のたわむれのあらゆる要素、あらゆる

形体があい会しているといったものなのだ-l(l7)と述べ

ている。ポトラッチのみ念らず様々念競技の原理を、

パタイュは「贈与」とみている。遊びとしての競技は、

「非生的価値の創造」であり主議五ゑ毛握舞うと

とJである。ポトラクチI'($>いては、富の贈与よ b破

壊の方がよ P華々しh、つま h至高念形で相手K卓越

しているのであP、それによって「最も不条理で.か

っ最も渇望をそそる，j栄誉を勝利者は手中にする o 遊
(J1f) 

びf'($>¥t>て「歪高左J形で相手に卓越すると h うとと

は、 「有益性への心〈ばPを超越しているという心意気

を証明する機会J念のである。有益性という条件が入
(19) 

bとむととによって遊びは「十全念らざるたわむれJ

と化す。す念わち「とのたわむれは、つねtてたわむれ

よbはるかK重要視されているまじめきの支配する生

の営みのまかでの、〈つろぎでしか念い」。非生産的
(20) 

…--r--..:-'-~ 

価値の創造とそ、 「競争者Kとっては、競って優越性:

を証拠充てる機会であるJと。パ Fイユの童書主主K関す
(21) 

る考察は次の一筋で$>$>かた紹介できょう。

「ひとびとが ζれ見よがしK競い会うのはs 栄光の

ためであ P、自分の属性である至高性のある状態を感

じられるものとするためで.それは‘自分の資力〈あ

るいは、その一部)を、利益f亡はまらなh 目的へと供

するととによって証拠だてられるものである。文学で

あろうと詩であろうと、歌であろうと踊 bであろうと、

徒競争であろうとサッカーであろうと、チェスであろ

うとトランプであろうと、また騎馬試合.ポトラッチ、

さらに戦争であろうと、実技者たちは、自分の利害の

巧み念運営に専念しているととろを見せようとナる心

〈ばPを持っていはしをかった。かれらが求めるもの

は、利害Kかまけるみ~<Eの目当てからははみ出て
いるものである。かれらが自~をひけらかすのは、た

ιむλそい五からであ P、自分の力を理由もま〈濫費
してh るから走のだ。かれらが確立し主うとしている

優越性は、歳義者としての優越性である。それはつね

にただむだに、きらK自分を浪費し.さらK自分の資

産を贈与するとと tてある。 J
(22) 

パタイユ的視角から見る念ら、現代スポーッK$>いても

との主う左側面が数多〈見い出せるだろう。競技が富の贈

与という原則Kもとづいているとすれば、 1 ポーツの世界

に辛子ける至高念形として肉体の破壊が存在するという仮説

の可能性が存在する。つまれ最も鍛えられた人問、最も

優れた競技選手が逆説的に最も肉体的に破壊された人聞と

まる。ステロイド・ホルモ yの副作用による肉体の破壊、

スポーツ選手の事故‘早死走ど・とのよう設現象は数多〈見

い出されるだろう。ミッチエナーの「スポーツの危機J

Kは、とのよう念事例が数多〈取b上げられている。パ声

イユ的視角からとらえる走らば、明らかに競技スポーツの

論理と健康を目的としたスポーツの論理が根本的K異走る

ととがわかる。前者が無益性(その至高な形態としての肉

体の配壊)1'(よって特徴づけられるとすれば後者は有益性

によって特徴づけられる。また、前者を「十全念るたわむ

れJとするまら後者は f十全走らざるたわむれJととらえ

るととができる。ミッチェナーが警告した様々念事例は、

ととどと〈バ声イユの見通した遊びの論理を裏書きするも

のとまっている。

E 今後の課題 ! 

パFイユの遊び附する考え方は、ホイジンガのそれき」
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iJミ左 b類似している ζ とがわかる。い〈つかの相違点

はあるKせよ、パ Fイユ自身「至高性とその真正念あ

らわれとの関係を、ホイジンガほどみどとに明示する

(9) とのよう念視角からとらえる念らば、 1 ポ

-')/の起源を決して労働の世界に求めるととはでき左

hだろう。

ととはできまいj と述べている。パタイユの論理は、 (10) 前掲(2) P 2 7 9 
【23)

ホイジンガの思想の延長上Kあり、ホイジンガを乗り (11) J ・ A ・~ ':1チェナー 「スポーツの危機」

越えるものとして注目すべきものである。事実、パ F 宮川毅訳 サイマル出版会 1 976 

イユが見通した遊びの原則b よびその諸特徴が、ミッ ( 12) 前掲(7) P 51 

チェナーが警告する事例Uf'(ととどと〈当てはまってい (13 ) 前掲(2) P 288 

る。たとえば、ミッチェナーはスポーツが人格形成K

役立つという原則に疑問を投げかけてhるが、パタイ

ユ的視角から見る念ら、人格形成K役立つ社会もあれ

ば、役立た念い社会もあるという結論を導き出せる。

パ Fイユ的視角は、有用性という側面からとらえられ

てきた様々念スポ-')/の神話を切P崩すひとつの手が

かりと在るだろう。

最後K、今後の課題として強調した hのは、文化人

類学的念アプローチからスポーツ・レクワエ ショ y

を把握する学問領域の可能性Kついてである。 rスポ

ーッ人類学J ・「レクリエーション人類学」とも呼べ

るよう在学問領域の確立が可能左のでは念いだろうか。

そのとと Kよって、普遍的左スポー')/.レクリエーシ

ョy の論理を明らかKするととが可能と走るように恩

われる。

注

(1) 栗本慎一郎 「幻想としての経済」 青土社

1980 、 「経済人類学」 東洋経済新報社 1979 

(2) ジョルジュ・パ Fイュ ジョルヅュ・バ Fイユ

著作集第 6巻「呪われた部分」 生田耕作訳 二見書

房 P24 - P25 1973 

(3) 前掲(2) P 3 0 

(4) 前掲(2) P 51 

(5) ジョルジュ・バタイユ ジョルジュ・パタイユ著作

集第 15巻「神秘/芸術/科学一一ー社会科学論集 2一一ー」

山本功訳 二見書房 1 973、本論では特にとの巻に

所収された「わたしたちが存在しているのは、たわむ

れるためか、まじめでいるためかJ (PI0~P53) 

という論文K着目した。他tて、次の論述K も着目した。

ジョルジュ・パタイユ ジョルジュ・パ Fイユ著作

集第 7巻「エロテイシズム」 渋沢組彦訳 二見書房

1 9 7 3 

(6) 前掲(2)P 281 

(7) P. 0 .マッキ y トッシュ 「スポ-')/と社会」

石川且・竹田清彦訳 不味堂 P55 1970 

(8) A ・グートマン「スポーッと現代アメリカ」

清水哲男訳 P115 1981 

(14 ) 前掲(5)の訳者は、原語の Jeu，Jouer を
「たわむれJ rたわむれるJと訳している。

( 15) 前掲(5) P 29 

(16) 前掲(5) P29 

( 17) 前掲(51 P17-P18 

( 18) 前掲(2) P 288 

(19) 前掲(5) P 20 

(20 ) 前掲(5) P 37 

(21 ) 前掲(51 P20 

(22) 前掲(5) P 20 

(23) 前掲(5) P17 
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穂積適量

本鎗はスポーツの起源治とかかわるものであるが、

スポーツの起源に関する考察の過程に白いて生じた鯛

簡を解決する過程において作成されたものである。そ

の閑題と拡、スポーツの起源を求めていくと、基本的

に2つの大きく幅コているように恩われる考え方が存

在するということである。すなわち、本能的な側面を

スポーツの起源に求める動物学のー領域である比敏行

動学の考え方と、文化的な側面をスポーツの起源に求

める文化人類学的な考え方である。本能的なものに起

源を求める考え方としと俗、ヂズモンド・モリス、 1

・アイプル=7イベスヌ工ルトらの比較行動学者が錫

げた考え方がある.彼らの基本的な稜角は、 「人間性

鉱動物性の一つであってそれ以外の偶者でもないJと

いうものである。このことがスポーツにもあて綜まる

のでほないかとする説である。この観点に立てば攻寧

性、系続発生的適応{進化鎗}といヲた側面からスポ

ーツに焦点をあてることが可能である。デズモンド・

モリスは霊長類の適応能力そのものがスポーツの組糠

に結びついていると考えているように思われるaつま

り、人頭進化の過程で獲得された肉体的、精神的、行

動能力一狩狐への適応能力ーが痩耕生活に始まる文明

(環境}のあまりにも急滋な変化についていくことが

できず、狩狼への適応能力の発現の績をスポーツの場

面に求めτいるとする考えかたである。つまり、スポ
ーツは過去の入額の行動の代理行動であるとする考え

方である.

また、 I・アイプルz アイベスフェル卜は、動物の

なわばり行動に着目し、 f弱い15を完全に傷つりるこ

となくどちらかが強いかを確かめるjための、つまり

不必要な本物の闘争を防ぎ、攻'性を無害な手段で転

化させるための「儀式化jされた行動について示して

いるが、これが何らかのかたちでスポーツの起源とな

っているのではないかということを示唆しているよう

に思われる。

さて、このような行動学的解釈に対しバ9イユの論

述は文化的側面を強調しているように思われる。パタ

イユ的視角からとらえるならば、童書争の原理は贈与で

あり、その延長線上の至高なものとして蕩尽、破寝が

あることによって優越候が確立されるとして人間行動

の非合理的側面に焦点を当てて考察しているが、一方

の行動学者らは、むしろ合理的、自然稗学的な側面か

ら、鎗争の原理を不必要な周争を防ぐための適応形態

(アイプル=アイベスフ Iんト)、あるいは狩鋭の代

理行動{モリス)とみている q これを漣め合わせるこ

と拡園重量であるように恩われるが、可能性肱残されて

いるように思える.

行動学的観点からとらえてみると、パタイユのいう

相手に卓越したいという欲望ほなわばり行動におりる

攻穆性の発現に結びついているのかもしれない.この

ような3基本的な欲求{動物的欲求)が無意識の層、

{進化諭的観点に立てば大脳1日皮質、古皮質}あり、

その上{大脳新皮質)に文化的な欲求が存在するので

15ー

以ないかという仮税の可能性が生じる.

パタイユが着目したいかんともしがたい人聞の

非合理的側面は文化的要因によヲてのみ規定されるも

のではないように思われる。アイプル=アイベスフz

ルトも次のような論述において人間性の不合理を指摘

しτいる.

「行動をうながすわれわれの衝動のいくつか肱、現

代で鉱祉会生活を阻害する働きをする結果になヲてい

る。攻撃の衝動もそうで、これは高等な脊椎動物で綜

重要な役割を果たしているのに、現代の人間の祉会生

活の申で鼠その本来の意鎌の多くを失ってしまってい

るのである.いや、攻書置の衝動は明らかに危険の濠に

すらなっτしまっているのだa というのは、内蔵の勉
因はこの衝動を鋭敏するようにと入閣に迫るのに他方、

祉会の内部にはそのための適当な可能性が必ずしも存

在しないからである.J ( r震と憎しみJ、みすず書
房、 1974、P38)

パタイユの「非合理的な消費j怯アイプル=アイベ

スフIJレトの攻撃性の敏散と深く結びついているよう

に恩われる。このような点にこそパタイユ的視角と行

動学的視角の克服しがたい請を埋め合わぜる何らかの

手がかりがあるようだが、その手がかりのひとつとし

てスポーツSよぴレクリ工ーションの人類学的な研究

があげられるように思われる.

一一一一一一」




